
令和６年度技術士第二次試験問題 [建設部門] 

 

９ 建設部門【必須科目Ⅰ】 

 

Ⅰ 次の２問題（Ⅰ－１,Ⅰ－２）のうち１問題を選び回答せよ。（解答問題番号を明記し、

答案用紙３枚を用いてまとめよ。） 

 

 Ⅰ－１ 新型コロナウイルス感染症の拡大を契機に、急速にテレワークが普及した。東京

の企業に勤めたまま地方に移住しテレワークを行う「転職なき移住」など、個人個人の

価値観に応じた暮らし方・働き方の選択可能性を高め、住む場所に縛られない新たな暮 

らし方・働き方が浸透してきている。 

このような変化を捉えて地方への人の流れを生み、地域の担い手の確保や消費等の需

要創出、新たなビジネスや後継者の確保、雇用創出、関係人口の創出・拡大等に繋げて

いく必要がある。また、多様なライフスタイルの実現は、ウェルビーイングの向上、新

たな暮らし方、新たな働き方の実現、 新たな学びの機会の創出といった効果も期待され

る。 

分散型国づくりや持続可能な地域活性化を実現するため、二地域居住は極めて有効な

手段である。このことを踏まえ、以下の問いに答えよ。 

 （１）二地域居住を推進するに当たり、技術者としての立場で多面的な観点から３つの課

題を抽出し、それぞれの観点を明記したうえで、課題の内容を示せ。 

 （２）前問（１）で抽出した課題のうち、最も重要と考える課題を１つ挙げ、その課題に

対する複数の解決策を示せ。 

 （３）前問（２）で示したすべての解決策を実行しても生じうるリスクとそれへの対策に

ついて、専門技術を踏まえた考えを示せ。 

 （４）前問（１）～（３）を業務として遂行するに当たり、技術者としての倫理、社会の

持続性の観点から必要となる要点・留意点を述べよ。 


